２００５年　消化管外科学、代謝栄養内分泌外科学　卒業試驗問題

【１】５８歳男性、胸部中部食道に進行癌を発見され、他院から紹介されてきた患者が受診した。

１）食道癌の進行度を判定し、手術適応の有無など治療方針を決定する上で、重要な検査が例を含めて５つある。例にならって、検査名およびその説明を簡単に記せ。ただし、此の患者の全身状態に特に問題はなく。耐術可能と考えられる。

　　　　　　検査名　　　　　　　説明

　　１．(　　　　　　　)　：

　　２．(　　　　　　　)　：

　　３．(　　　　　　　)　：

　　４．(　　　　　　　)　：

　　例．(　超音波検査　)　：頚部、腹部リンパ節転移の有無、肝転移の有無などを確認する。

　　　

　　この患者は、胸部上部食道にも腫瘍が進展しており、前方の臓器を圧排する所見が認められた。さらに腫瘍の浸潤や圧排を確認するために追加するべき検査を記せ。
　　５．(　　　　　　　)

２）切除適応があると判断され、本症例は手術を施行することとなった。食道を亜全摘した場合、その再建は通常、胃を用いて胃管を作成し、頸部食道と吻合する。その胃管を挙上する経路を３つ記せ。

　　１．(　　　　　　　　　　　　)経路

　　２．(　　　　　　　　　　　　)経路

　　３．(　　　　　　　　　　　　)経路

　この症例は20年前に幽門側胃切除の既往があり、胃管は作成できない。このような場合、最も高頻度に用いられる臓器は何か。

　　４．(　　　　　　　　　　　　)

３）術中、術後の合併症では出血、呼吸器合併症(肺炎、無気肺、呼吸不全)、不整脈、縫合不全、吻合部狭窄などが問題となる。本症例では、術後、嗄声と水分摂取の際に誤嚥が起こった。その原因を記した次の文を読み、(1)にあてはまるものを記せ。

　胸部食道癌において、リンパ節転移が起きやすい左右の(１　　　　　　　)の周囲を徹底的に郭清した際、それを損傷し(1)麻痺を生じたため、一時的に(3～4ヶ月)に声門(声帯)の動きが悪くなった。
【2】胃癌とその治療法に関し、間違っているものを選べ。

(1) 早期癌はすべて内視鏡下胃粘膜切除術の適応である。

(2) 未分化型癌は分化型癌に比べ、血行性転移を起こしやすい。

(3) 早期癌に対してはリンパ節廓清は不要である。

(4) 進行がんにはすべて胃全摘が必要である。

a.(１)　(３)　(３)　のみ　　b.(１)　(２)　のみ　　　c.(２)　(３)　のみ

d.(４)　のみ　　　　　　　e.(１)―(４)のすべて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答(　　　　　)

【3】胃角部小弯に存在する大きさ２ｃｍのMP癌に対し、D2廓清を伴う手術を施行することとなった。切除するべき血管はどれか。
(1) 左胃動脈

(2) 短胃動脈

(3) 右胃大網動脈

(4) 左胃大網動脈

　　

　　a.(１)　のみ　　b.(１)　(２)　のみ　　c.(２)　(３)　のみ　　d.(３)　(４)　のみ

　　e.(１)　(３)　(４)　のみ　　　　ｆ.(１)－(４)　のすべて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答(　　　　　)

【４】誤っているものはどれか。

(1) 胃全摘術において、食物の十二指腸通過を目的として、食道十二指腸吻合を行った。
(2) 胃全摘後には、主細胞から分泌される内因子の欠乏により、巨赤芽球性貧血をきたす。

(3) 早期ダンピング症候群は、高血糖、高インシュリン血症と、それに引き続く反応性低血糖がその発生機序である。

(4) BillrothII法は、残胃への胆汁逆流予防を考慮した術式である。

　　a.(1)　(2)　のみ　　　b.(2)　(3)　のみ　　c.(3)　(4)　のみ　　d.(1)　(4)　のみ

　　e.(1)　(3)　(4)　のみ　　f.(1)～(4)　のすべて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解答(　　　　　　)

【５】正しい語句を下から選んで、記号で答えよ。

1） 乳房の疾患には、乳腺炎のように細菌感染で起こる炎症性の疾患と、乳癌をはじめとする腫瘍性の疾患がある。炎症に対しては、消炎剤や抗生物質などの薬物療法、切開排膿や洗浄、冷却といった外科的治療が施される。腫瘍に対しては、両性のものに対しては経過観察、(1)などの悪性腫瘍には手術療法と薬物療法、悪性の中でも(2)に対しては薬物療法、(3)に対しては手術療法というぐあいに、腫瘍の性格により対処の方法が異なる。　

2） 乳癌は自覚症状があるとすれば、圧倒的多数は無痛性の(4)であるが、その前の段階で症状があるとすれば、(5)が挙げられる。しこりは、もともとの乳房の硬さや背景にある良性疾患の有無、しこりのある部分によって発見しやすさが異なる。若い女性ほど乳腺自体が硬く、良性病変も多く、自己検診をする機械も少ないために、発見が遅れることが多い。自覚するしこりの平均サイズは直径で2－3ｃｍである。

3） 自覚症状のない時期に乳癌を発見するためには、乳房検診が必要で、触診、マンモグラフィー、超音波の3つを行うことが望ましい。(6)では(7)という砂粒を撒いたようなカルシウム分の影が見える事がある。単に古い乳汁のたまりで乳汁中のカルシウムが写っている場合と、癌の中心が壊死に陥った瘢を表している場合があるため、注意が必要である。両者はフィルム上で似ている事があるが、お互いはまったく別のもので、互いに移行することはない。また、(7)を起こさない乳癌もあるため、(6)だけでは癌のスクリーニングはできない。(8)は、触れるしこりの性質を見る上で有用な検査である。正常乳腺がしこりのように触れているのか、良性腫瘍らしいか、悪性腫瘍の疑いはあるのかなどの疑問におおよその見当を付けてくれる。最終的には、(9)や(10)を採って癌細胞の確認を顕微鏡下で行う必要がある。
(A) 葉状肉腫　(B)リンパ腫　(C)癌

　　　(D)血清乳頭分泌物　(E)腫瘤　(F)皮膚の発赤

　　　(G)超音波　(H)マンモグラフィー　(I)ハロー　(J)石灰化

　　　(K)細胞　(L)組織　(M)乳房
　　　　　　(1　　　　)　(２　　　　)　(3　　　　)　(4　　　　)　(5　　　　)

　　　　　　(6　　　　)　(7　　　　)　(8　　　　)　(9　　　　)　(10　　　)

【6】甲状腺手術後下記の症状が出現した。疑われる合併症を記せ。

a. 声がかすれ、水を飲むときにむせる。　　　(　　　　　　　　　)

b. 切除後の閉鎖ドレインバック内の液体が白色調になってきた。　　(　　　　　　　　　)

c. 大きな声で人を呼ぶことができない。長い会話をするとすぐ疲れる。(　　　　　　　　　　)

d. 指先や口の周囲がしびれる。手がこわばる。　　(　　　　　　　　)

e. 下肢が冷えて浮腫が出た。顔もむくんできた。だるい。　　(　　　　　　　　　)

【7】副甲状腺機能亢進症が持続すると、組織や臓器にどのような変化が現れるか。

　3つの臓器、組織を挙げ、そこに生じる疾患、病態を記せ。

・

・

・

【8】３５歳男性。3年前より高血圧があり、降圧剤を処方しているが思ったほど血圧がコントロールできない。血液検査で、Alb 4.2 g/dL , GOT 33 IU/L , GPT 26 IU/L , Alp 134 IU/L , T.Bil 0.8 mg/dL , 

Na 140 , K 2.3 , Cl 99 mEq/L であった。

疑われる疾患は　(　　　　　　　　　　　　　)　であり、次回血液検査にて追加すべき項目は、

(　　　　　　　　　　　)　、(　　　　　　　　　　　)　である。そのほかに必要な検査は、

(　　　　　　　　　)シンチグラフィーと　(　　　　　　　　)　であり、特に後者は部位診断に有用である。
